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■N o.： FA-22 
■分類：疲労強度・寿命 

 

 

疲労強度に及ぼす溶接残留応力の影響を教えて下さい． 

 

 

  参照 QNo. :FA-15, FA-44, FA-47, FA-50, FC-02 

 

 

溶接残留応力は平均応力として，疲労強度に影響を及ぼす．残留応力は自己平衡応力であり，

引張応力と圧縮応力が分布する．一般に，溶接残留応力は溶接継手の表面で引張応力となる．し

たがって，疲労強度は溶接残留応力の増大に伴い低下する．また，溶接継手には溶接止端などの

応力集中源があり，疲労き裂は容易に発生するから，溶接残留応力は，き裂発生よりもき裂進展に

及ぼす影響が大きい． 

ただし，溶接残留応力は外力により生じる平均応力と異なり，塑性変形により緩和されることが多

い．したがって，塑性ひずみが繰返される場合（低サイクル疲労など）には，溶接残留応力は疲労強

度にほとんど影響を及ぼさない． 

溶接残留応力の低減策としては，溶接後熱処理，ハンマーピーニングによる予ひずみの付与など

がある． 
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